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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

旧小笠原家書院・小笠原資料館について、指定管理制度の実績を検証し、活性化の方策を検討した。平成25年3月の企画課の

見直し案では指定管理制度を維持し指導・監督の強化によって活性を図る方針が出されており、その方針に沿いながら活性化を

図るための運営機構の再構築計画の素案を作成中である。

改革改善

の考え方

①問題

点

指定管理制度を導入している旧小笠原家書院・小笠原資料館について、地域の指定管理による文化財施設の活性化に

期待して協定を結んだが、十分な結果は得られておらず入館者が減少している。

②改革

提案

指定管理による運営を維持するものの、制度だけに留まらず市の関係部署と地域で運営について協議する場を設け、施

設管理・活性化について新たなアイデアを出し合える場の構築が必要である。

総事業費①+② 21,069 14,045 15,645

人件費計（千円）② 1,430 2,003

13,267

正規職員所要時間 400 560

臨時職員所要時間

一般財源 13,280 12,761 12,836

その他 1,033 1,255 777

起債

県支出金 5,326 29 29

国庫支出金

事業費計（千円）① 19,639 14,045 13,642 13,267 （県）文化財保護補助金

（そ）観覧料579千円、建物貸料14千円、雑入184千

円

25年度予算額 特定財源内訳、補足

50

1,255

11,962

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　各施設の維持管理

　（１）旧小笠原家書院・小笠原資料館

　　　床補修

　（２）飯田市考古資料館

　（３）旧座光寺麻績学校校舎

　（４）北田遺跡公園

　（５）飯田市上郷歴史民俗資料館

２　指定文化財の保存と活用のための管理

３　文化財施設・指定文化財の積極的な情報発信

　　ホームページ運用開始

１　入館者数

（１）旧小笠原家書院他

（２）考古資料館

（３）麻績学校校舎

（５）上郷歴史民俗資料館

２　手当てされた文化財

３　情報発信数

１

（１）　1945人

（２）　607人

（３）　1285人

（５）　59人

２　　85件

３　　73件

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

文化財関連施設の維持管理

・旧小笠原家書院・小笠原資料館

・飯田市考古資料館

・旧座光寺麻績学校校舎

・北田遺跡公園

・飯田市上郷歴史民俗資料館

・指定文化財の保存と活用

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

人為的に損壊された指定文化財の数 0 0 0 0

1 0 0

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

施設利用環境への苦情件数 0

28年度見込み

文化財関連施設数 5

意図（どういう状態

にするか）

施設・指定文化財の維持管理を行う

指定文化財の数 150向上させたい上位施

策の成果指標

保存・継承されている地域資産の数

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 資料館、文化財

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 63 地域資産の保存・継承

基本計画上

の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

課等名 生涯学習・スポーツ課 係等名 文化財保護係第２係

事業種別 経常 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

文化財管理運営事業

63 事業№ 47 34平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 6 施策№


